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8. 西ジャワ高原野菜地帯における 1年 3作の短期輪作による

キャベツ根こぶ病の抑制

〔要約〕西ジャワ高原野菜地帯の主要作物であるキャベツに多発する根こぶ病被害は、ニンジン、ジャ

ガイモを組み込んだ 1年 3作の整住により、初期生育が順調に保たれ、実用的に被害の無い程度の収量

が得られるまで制御することができる。この効果は作付け順序を変えても変わらず、また 1作期の休閑

も有効である。
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［背景 ・ねらい］

インドネシアでは、 農村所得向上を求め、相対的優位性のある高原地帯で野菜生産が集中的に行われて

いる。なかでも根こぶ病の寄主となるアブラナ科野菜が集中的に作付けられ、キャベツ 、ハクサイ、チ

ンゲンサイ 、カイラン等多くのアブラナ科野菜で根こぶ病が激発している。また、日本で効果の上がっ

ているフルスルファミド粉剤はコスト面で利用が困難であり、また雨が多く急斜面畑が多い熱帯高原で

は、農薬に頼らない環境保全的な方法が必要である。そこで、農薬を使わない場合の最も基本的方法で

ある輪作をとりあげ、根こぶ病抑制の効果はもちろん、出来るだけ現状に即した作物組み合わせと、短

い輪作年限により 、実際の農業に取り込みやすい輪作を明らかにする。

［成果の内容• 特徴］

l. キャベツの根こぶ病被害は 2作 目より明確に生じた。西ジャワ高原地帯で根こぶ病が広く発生し、根

こぶ病菌が広範に分布している現状から、 2作目から被害が発生する状況は多いと考えられる（図 l、

表 l)。

2. インドネシアの高原野菜として作付面積の多いキャベッ、ニンジン、ジャガイモを組み込んだ l年 3

作の輪作により、著しくキャベツの根こぶ病を抑制できる 。また、こ の輪作はどの順序でも根こぶ病

を抑制できる （表 2)。

3. I作期をプラスティクマルチフィルムで覆って休閑した場合も根こぶ病被害を1印制できる （表 I)。

4. 輪作、休閑で根こぶ病被害を抑制した場合でも、収穫期には根部に根こぶ病被害が見られ、連作と大

差の無い場合も見られた。 しかし、生育の前半の生育の程度を示す最大外業の大きさは、常に大きく、

初期生育が根こぶ病被害から 回避されたこと、また、後半の生育においても 、根こぶ病被害が緩やか

に進行して、ほぼ実用的に被害のない収量が得られたと考えられる （表 l、2)。

5. この輪作休系では、ニンジンに対し、ネコブセンチュウ被害、ジャガイモに対し青がれ病などの被害

が見られるが、それぞれの連作よりは被害が少なく、収量 も多い傾向にあり、組み合わせ全作物でも、

概ね良好な組み合わせといえる （図 I)。

［成果の活用面・ 留意点］

I. 輪作区にも根こぶ病が残存しており 、長期に安定な効果は更に検討を必要とする。また、輪作効果は

初期の被害回避が重要であり、効果を安定させるためには、初期生育を良好に経過させるよう注意す

る。

2. 雑草放任後で根こぶ病が著しい例が有ること 、本研究結果は除草を十分に行った条件で行っているこ

とから、雑草管理には注意をする。また、雑草管理と輪作効果は今後検討を要する。

3. I年間の休閑によっても著しい根こぶ病被害がでる強酸性土壌が確認されているので、酸度矯正等、

激発条件を回避する条件を整えた上で輪作を行う 。
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［具体的デー タ］
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キャベツ
作付回汝

ニンジン 作付回数
ジャガイモ

作付回薮

図 1 1年3回作付の連作下における収量の推移と輪作による障害回避効果

c: 連作 R: キャベツーニンジンージャガイ モ輪作 R 2 : キャベツージャガイ モーニ ンジン輪作

RC: R輪作の各作物の間にト ウモロコ シを挟む輪作 RC2: R2輪作に トウモロコ シを挟む輪作

RF: R輪作の 2作ごとに休閑を挟む輪作 RM: R輪作に、ネギ、 トマ ト、 トウモロコ シを混作

New: 4作以上休閑後作付供試圃場の土壌は砂質褐色火山灰土壌

表 1 前作を黒プラスティクマルチで覆って休閑した場合の根こぶ病抑制効果

作付 根こぶ病被害個体数 'I) 新鮮重 (Kg/qiり 最大外葉 (cm)

体系 健全 Level I Level 2 Level3 全体 外葉 結球 長さ 幅

2連作 4.5 0.5 5.0 0.0 7.58 2.65 4.91 32.2 30 0 

前作休閑 4.5 2.0 3.5 0.0 13.17 4.19 8.87 37.6 33.4 

LSD5% 20.4 4.8 17.3 5.32 2.20 3.08 6.3 6.1 

1: 調査個体数は10。Levellは主根がわずかに肥大、 2は主根肥大、正常な細根がかなりある。 3は極わずか。

表 2 キャベツの 4連作に対する根こぶ病被害と輪作 1回転の効果 (1 m2当たり個体数または g)

作付 定植後の萎凋指数 （％） 根こぶ病 最大外葉 (cm) 収穫 結球重

体系 24日 47日 54日 66日 IOD 長さ 幅 個体数

C 29 51 62 66 89 27.6 25.4 2.88 2570 

R 1 

゜
l 1 26 34.9 33.7 3.97 7391 

R2 

゜ ゜
I 1 28 35.6 31.4 4.27 7123 

RM I 

゜ ゜ ゜
3 35.4 32.6 4.47 7024 

I sd 5% 5 11 22 18 35 4.1 2.0 0.75 1613 

F 104.62 84.31 31.30 52.17 17.15 13.42 51.31 13.80 31.61 

10Dは以下のように計算した。

Sum(Level値 xそれに属する個体数）／（最大 Level値 x全個体数）xlOO 

100でほぽ全葉萎凋または全根肥大。萎凋の Level値は 0~2とした。作付体系の記号は因 lと同じ。

［その他］
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